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第７章 施工業務に関する要求水準 

３．施工業務及びその関連業務の実施 

（１）基本的な考え方 

ア.工事計画策定にあたり留意すべき項

目 

計画地における制限高及び標高については、各ホーム

ページ(新千歳空港高さ制限回答システム、国土地理院

地図)にて得られる情報を正として計画してよろしいで

しょうか。 

よろしいです。 
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別紙２ リスク分担表 

設計段階 

計画・設計リスク 

調査リスク 

発注者が実施した測量・地盤・振動調査資料は基本協

定・設計契約の締結後、すぐに受領できるものとして宜

しいでしょうか。 

よろしいです。 

なお、基本協定・設計契約締結後すぐに 

提示できる資料は速報値となります。 

21 その他 費用負担について 
受電以降の試運転に関わるユーティリティ（電気、上

下水）は発注者負担と考えてよろしいでしょうか。 

本受電以降であっても、引渡し日以前の試

運転等に関わる電気料金や水道料金などの

費用については、受注者側の負担となりま

す。 

 


